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子育て中のがん患者とその子どもへの
支援に向けた 多職種・他機関連携
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がん看護、子育て世代のがん、子ども、支援、多職種・他機関連携

子育て中のがん患者とその子どもたちの悩みやニーズ
に沿い、いつでも・どこでも対応していけるような支援
体制の構築を目指しています。

子育て中のがん患者は、治療による生活変化や親役割
の制限等により、QOLやストレス対処能力が低下する
傾向にあります。一方子ども（未成年）は、心身共に発
達の途上にあることから、様々なストレスを抱え、親子
関係の変容や学校生活への影響をきたす場合があります。
このような状況の親子を支えるには、病院だけでなく、
学校や地域等での多職種・他機関連携が重要です。

現在は、がん患者を親にもつ割合が最も多い小学生に
焦点を当て、小学校でどのような支援が行われているか
を調査し、学校－医療・看護の連携体制を構築する糸口
を探っています。小学校教諭らは、児童から相談を受け
る重要な存在である一方、がんの専門的知識や適切な支
援方法に不安を抱いていました。今後は、教諭向けにが
ん関連の学習教材の作成や支援例の提示等を通して、学
校－医療・看護間の連携体制を開発します。

【活動紹介】

親子を社会全体で支えるには、市民へのがんリテラ
シー向上への取り組みも重要です。そのため、子ども
や親世代を対象としたがん教育活動も実施しています。

がん看護

本研究で開発するがん教育学習教材の効果が検証
出来れば、より広く市民へのがんリテラシー向上に
資する内容に応用できると考えています。

支援プログラムの実践や臨床現場、多職種・他機
関とのつながりをもち、実情に即した研究の推進を
心掛けています。
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●市民（親子）を対象に、
がんやがん予防について
学ぶ機会を設けています。
看護学生もスタッフとし
て関わっています。

●がん患者を親にもつ子ども
への支援プログラムをして
います。人形に点滴をして
親の病気や自身の気持ちへ
の対処法を学びます。


